
取 付 方 法

前幕板（別売部品）・横幕板（別売部品）を取り付ける。

仕上げ

試運転

7-1 　別売の前幕板のみ使用の場合 7-2 　別売の横幕板を併用する場合

① 整流板、バーリングフィルターを『5 本体を取り付ける』の取りはずしの逆の手順で取り付けてください。
② 電源プラグをコンセントに差し込んでください。
③ アースを接続してください。
　 ※ 接地の基準
　  ・アース工事は「電気設備に関する技術基準」と「内線規定」に従ってください。
　  ・アースは他の機器と併用しないでください。

試運転を行い、下記についてご確認ください。
1. 強、弱でそれぞれ排気が行われていること。
2. 照明が点灯すること。
3. 異常な振動、騒音がないこと。

試運転完了後、保証書に必要事項を記入のうえ、『取扱説明書』をお客様へ渡していただき、保管のお願
いをしてください。
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照明

調整範囲 350～400

平型レンジフード
（シロッコファン）

取付設置説明書

安全のため必ずお守りください

●ここに示した事項は、安全に関する重大な内容の記載です。表示と意味は次のようになっています。

本文中に使われている図記号の意味は次のとおりです。

警告
注意

誤った取り扱いをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った取り扱いをしたときに、軽傷を負う危険または物的損害に結び付く可能性があるもの。

「禁止」事項

指示に従う

分解・修理・改造禁止

接触禁止 水場での使用禁止

電源プラグを抜く

製品を安全に正しく取り付け、お客様への危害や損害を未然に防止するためのもの
です。必ずお読みください。

NFG6FO4M
NFG7FO4M
NFG9FO4M

Tカ31

 ① 横幕板を本体内側から、
横幕板に付属のM4×10
のネジ2本で固定します。
このとき壁面と製品本体
側面に合わせて固定して
ください。（図23）

 ② 横幕板を木ネジで後壁面
に固定します。（図23）

 ※ 注１
（上面にも固定すると筐
体強度が増しますが、
上面固定は各市町村の
条例に従い行ってくだ
さい。）

 ③ 7－1の手順に従い、前
幕板を取り付けてください。
（横幕板が前幕板の内側
へ入り込み、重なり合
います。）（図24）

 ※ 横幕板を併用する場合は『7－2 別売の横幕板を併用する場合』の手順で
前幕板を取り付けてください。

 ① 幕板押え金具を前幕板に付属のM4×20のネジで本体内側から仮止めしま
す。また、幕板押え金具は方向を確認して取り付けてください。
（本体と押え金具の隙間を3～5㎜程度にします。）　（図22）

 ② 前方から押え金具と本体との隙間に前幕板を差込み必要な奥行き寸法にな
るように調整します。（吊戸棚の面に合わせる）

 ③ 幕板押え金具のネジをしっかりと締めて固定してください。
（図21）
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警 告
水をかけたりしない修理分解はしない

● 修理技術者以外の人は、絶対に分解
したり修理改造は行わないでください。
発火したり、異常作動してけがをするおそれがあります。

● 水につけたり、水をかけたりしないでください。
ショート・感電や火災のおそれがあります。

● 電源プラグは、刃及び刃の
取付面にほこりが付着して
いる場合は、よく拭いてください。
火災の原因になります。
※ プラグの周りをシールドしてください。

● メタルラス張り、ワイヤラス張り、または、金属板張 
りの木造の建造物に金属製ダクトが貫通する場合、金
属製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、金属板とが電
気的に接触しないように取り付けてください。
漏電した場合、発火することがあります。

電源プラグのお手入れを
メタルワイヤ

金属板壁貫通工事は注意

注意
ファンや部品の取り付けは確実に 電源プラグを持って抜く

● ファンや部品の取り付けは確実に行ってください。
落下によりけがをするおそれがあります。

強度のある所に取り付ける 交流100V以外禁止

● 電源プラグを抜くときには、
必ず電源プラグを持って引き抜いてください。
感電やショートして発火することがあります。

● 本体の取り付け工事は十分強度
のあるところを選んで確実に行ってください。
落下によりけがをするおそれがあります。

● 交流100V以外では使用しないでください。
火災・漏電・機器が故障する原因となります。

取付前の注意事項
部屋全体の換気には他の換気扇（ダクト用換気扇、
または一般用換気扇）を併用してください。
（レンジフードは局所換気専用です。）
取付工事の際は手袋、軍手などを使用してください。
取付高さはレンジ上面より標準80cm以上です。
（但し、消防法により規制される場合がありますので
 注意してください。）
製品はレンジの真上に取り付け、取付高さは80cm以上
の高さに取り付けますが、あまり高すぎると排気効
果が低下します。（図1）
ガス開放式湯沸器の上部は高温になるので、開放式
湯沸器の真上には取り付けないでください。
ダクト排気するときはダクト抵抗の確認が必要です。

（1）

（2）
（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

空気の取入口を設けてください。
密閉された部屋で使用の場合は、空気取入口を設け
ます。空気取入口の位置はレンジフードと反対側に
設け、大きさは排気口の大きさ（□156mm）以上にし
てください。（図2）
下地の確認をしてください。
① 木質壁の場合
● 板厚が20mm以上の場合は直接壁に取り付けてください。
● 板厚が20mm未満の場合は壁に補強板を埋め込む等の
補強を施し、レンジフードを取り付けてください。

② コンクリート、タイル壁の場合
● あらかじめ補強板が壁に埋め込まれているか確認し、
埋め込まれていない場合は、カールプラグ等を使用
し固定してください。
（本体の取付用木ネジは50mmのものが同梱さ
れております。レンジフードの取付面の木部まで取
付用木ネジが確実に届いているかを確認してくだ
さい。下地に石膏ボード等が貼られている場合
は、石膏ボードの
厚さを確認し取付
用木ネジが確実に
木部に届くことを
確認してください。）
製品重量は16～
21kgです。

交流100Vコンセント
の設置がない場合は、
100Vコンセントを設
置してください。
電源コードは傷付けない
よう配線してください。

ガスレンジの真上80cm以上の所に取り付けてください
（図3）

取付位置を決めてください。

吊戸棚

ウェザーカバー レンジフード本体

レンジ

図 3

80cm以上

座金付き丸木ネジ
4.1×22（2本）

① 取付位置及び排気口具位置 
を決め、壁にφ160程度の
穴をあけてφ150パイプ
（鋼板管）を埋め込みパイ
プ周囲をモルタル等で仕上
げてください。（図4）

壁への穴あけ及びダクト工事をしてください。

壁

図 4

壁
図 5

ダクト長足らず

レンジフード本体

既存の排気ダクト

ニップル

新規の排気ダクト
（レンジフード本体側）

既存の排気ダクト

排気口具

※ 既存の排気ダクトを使用する場合
既存の排気ダクトをそのまま使用し、排気口具に接続
してください。
また、既存の排気ダクト長さが足りない場合は、ニップル
（別売部品）を使用し延長してください。（図 5）

■付属品とその使用場所

② 排気口具
  （1個）

座金付き丸木ネジ
4.1×50（10本）

本体取付用

タッピングネジ
5×10（4本）

本体取付用 仮止め用 （使用しない）

ブッシュ
（6個）

① ネジセット
タップタイトネジ
M4×10（4本）

排気口具取付用

③ 壁取付金具
　（1セット）
　 壁取付時使用

本体取付用

なべタッピングネジ
4.5×45（2本）

50cm以上

燃焼器具の巾以上

80cm以上

湯沸器

レンジフード

レンジ
空気取入口位置 図2図1

取付方法

取付前の準備をする。

排気口具を取り付ける。

本体を取り付ける。

排気ダクトを取り付ける。

ノックアウト

※ 天吊り取り付けの場合
外形寸法図に記載の吊ボルト取付用穴（4-φ12ノックアウト）　　
をドライバー等で打ち抜いてください。（図6）

図6

レンジフード本体

図7
前方

B部
後方

B部詳細

打ち抜く

※ 横幕板（別売部品）を取り付けの場合
本体天面のノックアウト（φ6×10長穴）を取り付け側
の2箇所（両側取り付けの場合は4箇所）を外形寸法図
で位置を確認し、ドライバー等で打ち抜いてください。
（本体外側から内側へ向けて打ち抜いてください。）
（図7）

上排気の場合4-1

別売のエルボ（PL-150）を使用する場合4-2

後直排気の場合（別売の背面排気用中継ダクト（PT-34）が必要です）4-3

図8

排気口具
タップタイトネジ
（M4×10）（4本）

① 別売のエルボ（PL-150）と排気口具を付属のタップタイトネジ 
（M4×10）（4本）で固定してください。
この場合、排気口具のシャッター羽の開く側を下にして取付 
けてください。（図9）

② 別売のエルボ（PL-150）を排気方向に合わせエルボに付属のタップ
タイトネジ（M4×10）（4本）で固定してください。（図9）

※ 排気口は左・右・前・後共に5㎜程度の微調整が可能です。
図9

タップタイトネジ
（M4×10）（4本）

タップタイトネジ
（M4×10）（4本）（別売）

エルボ
(別売)

整流板とバーリングフィルターを外してください。（図10）
（外し方は『5 本体を取り付ける』を参照）
ハーネス固定クリップからモーター線のみを外してください。
エルボ固定金具を外してください。（ネジ2か所）（図11左）
（後直排気時の場合、エルボ固定金具は使用しません。）
本体内部のファンケーシングを外してください。
（60はネジ3か所,75/90はネジ4か所）（図11左）
ファンケーシングに取り付けられたエルボを別売の背面排気用
中継ダクトと交換してください。（ネジ2か所）（図10）
背面のノックアウトをドライバー、木ハンマー等で打ち抜いて
ください。（図12）
交換した背面排気用中継ダクトが打ち抜いたノックアウトに合
うようにファンケーシングを90
度時計回りに回して取り付けてく
ださい。（図11）
この時モーター線は（図11右）を
参照し、引き回してください。
上排気口は別売の背面排気用中継
ダクトに付属の角形塞ぎ板とタッ
プタイトネジ（M4×10）（4本）
で塞いでください。（図12）
排気工具を背面の排気口に付属の
タップタイトネジ（M4×10）（4本）
で固定してください。
この場合、排気口具のシャッター
羽の開く側を下にして取り付けて
ください。（図12）
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図13

開く 開く開く

排気口具

シャッター

整流板

図15

図14 つまみネジ

バーリングフィルター

壁取付の場合

※ 上排気で、別売のエルボを使用しないで、排気口具に直接ダクト
を接続して左・右・後方に排気する場合は、シャッターの開く向
きに注意して排気口具を取り付けてください。（図13）

① 整流板を外してください。
つまみネジを緩め奥に押すと外れます。（図15）
また、図15のように整流板を開いて持ち上げると外れます。

② バーリングフィルターを外してください。
バーリングフィルターの取っ手をつかんで奥に押しながら下げると外れます。
（図14）

なべタッピングネジ
（4.5×45）

レンジフード下面

5mm程度

256mm

図17

壁

仮止め穴位置

図16

壁
仮止め穴位置

レンジフード下面

ネジを締め付ける

レンジフード本体

レンジフード上面

壁取付金具

図18

壁取付金具（左）

壁取付金具（右）

レンジフード下面

壁

製品固定穴（φ4.5）位置
（4ヵ所）

座金付き丸木ネジ
（4.1×50）
（4ヵ所）

90mm

レンジフード上面

仮止め穴位置

図19
レンジフード本体

壁取付金具ブッシュ

（壁取付金具に付属）

タッピングネジ
（5×10）（4本）

① 排気ダクトを排気口具に差し込んで、アルミテープ等で接続部を隙間なくテーピングしてください。 　
（排気が漏れないようにしっかりと固定してください。）
② 既存の排気ダクト長が足りずにニップル・鋼板管等で延長した場合もそれぞれの接続部を、アルミ
テープで隙間なくテーピングしてください。（図20）

φ156㎜ φ142㎜

ダクト76㎜

アルミテープ

排気口具

図20

① 壁が、レンジフードの取り付け可能な強度を充分に有しているか確認してください。
また、仮止め穴位置および製品固定穴位置が補強の上にあることを確認し、ネジ固定
位置の強度も確認してください。（『取付前の注意事項』-(7)参照）

② 壁取付金具は、外形寸法図の壁取付金具取り付け用穴位置を確認して、壁取付金具に付
属のタッピングネジ（5×10）で取り付けてください。（図16）

③ 外形寸法図の壁取付金具ピッチを確認してください。
また、本体の下面位置を決めて、下面より256mmの高さの壁に付属のなべタッピングネジ
（2本）の頭を5mm程度浮かせてネジ込んでください。（図17）
④ このネジに壁取付金具の仮止め穴を引っ掛けてネジを増し締めしてください。（図18）
⑤ 製品固定穴に残りの座金付き丸木ネジ（4本）をネジ込み本体を固定してください。（図19）

① 排気口具を直接吐き出し口に付属のタップタイトネジ（M4×10）
 （4本）で固定してください。（図8）

※ 排気口具の取り付け方向は、図13を参照してください。
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